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非精神病性ひきこもりの理想自己志向性の特徴

とカウンセリングにおける変化
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　　The　purpose　of　this　paper　is　to　examine　the　characteristic　of　withdrawal　clienゼs　self　idealization　evaliation　and

change　of　it　in　counseling．　Object　is　4　cases　had　published　in　memoir　and　bulletin．　What　are　discussed　is　as　foll

ows：（1）They　are　in　the　situation　which　has　lost　Autonomy　and　cannot　fom　ideal　self　based　on　self＝（2）The

characteristic　needed　for　s㏄lal　adaptation　carhed　out　value　lowedng，　and　it　was　suggested　that　there　is　a　tendency

avoided　from　society．　And，　while　canying　out　self－expression　by　counseling，（1）they　fo㎜the　ideal　self　based

on　self㌔　（2）They　choose　actively　the　place　of　the　society　which　suited　itsel愈and　come　to　aim　at　the　characteristic

for　being　adapted　as　ideal　self
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1　問題と目的

　「こうありたい」自分への囚われは，「でも，そうで

はない」現実の自分を攻撃し，戒め，悩ませる。「こう

ありたい」自分，即ち理想自己と現実自己の視点からク

ライエントの傾向やカウンセリングの効果について始め

て言及したのはロジャーズ（Rogers，1954）である。ロ

ジャーズは，クライエントにとっての理想自己とは自己

に不満足であることを示すものであり，それがカウンセ

リングの動機付けともなるとした。また，成功したカウ

ンセリングにおいて，クライエントの理想自己と現実自

己の分裂は減少することを実証的に示した。このことか

ら，クライエントにとってのカウンセリングプロセスと

は，理想自己の攻撃から解放へのプロセスとみることが

できるのではないだろうか。

　ここで忘れてはならないのは「理想自己は自己形成意

欲などの肯定的側面も持つ（水間，1998）」点である。

つまりクライエントの苦悩は理想自己を持つが故ではな

く，それに囚われるクライエントの理想自己の位置づけ

方に起源があると推測される。言い換えると，カウンセ

リングの体験を通して理想自己は，「囚われる」ものか

ら「あっても囚われずにいられる」ものへと，個人にとっ

てのその位置付け，意味を変化させるものと考えられる。

　筆者は個人にとっての理想自己の位置づけを測るひと

つの視点として理想自己の志向性に注目し検討した（高

橋，2002）。理想自己の志向性とは，どうなることを志

向して，それを理想自己とするのかといった理想自己の

方向性や位置付けのことである。自己に関するこれまで

の研究や理論をもとに，理想自己志向性には，①自分の

特性をより発揮したいとするもの（自己基盤志向），②

自分にはない他者の優れた特性を取り入れたいとするも

の（理想的他者志向），③社会に適応するために，周囲

に求められるであろう特性を身につけたいとするもの

（社会的価値志向）の3つがあると想定した。そして大

学生を対象とした研究によって，これらの理想自己志向

性は個人によりそのウェイトの比重が異なること，そし

てそのウェイトによって大学生活のQOIの高さも異な

ることが明らかになった。

　この理想自己志向性の視点からクライエントのカウン

セリングにおける変化をみることで，クライエントの理

想自己の位置づけがカウンセリングによってどのように

変化するのかより詳細に把握することができるのではな

いだろうか。そしてそれは，カウンセリングの体験によっ

てクライエントにどのような内的変化が生じているのか

を理解する一助になると思われる。

　なお，一定の傾向を検討する上でどの対象を選定する

かは重要な問題であるが，本研究ではひきこもりを訴え

る青年期のクライエントを対象にすることとする。

　ひきこもりとは「人間関係を取結ぶことに悩み，学校，

社会，知人，そして親からさえも逃避し，人間関係を拒

絶すること（富田，1996）」と定義され，それ自体は病

気ではなく状態である。また近藤（1997）も指摘するよ

うに，ひきこもり状態にあるクライエントの中には神経

症水準から自我同一性の障害や現実検討力に問題のある

境界例水準まで多岐にわたっており，その診断は幅が広

く，病理的背景も様々である。
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　しかしそうした中で，これまで統合失調症の症例で取

り上げられることが中心であったひきこもりの問題が，

近年，青年期の非精神病性のケースの中に増加している

傾向があるのも確かである。青年期が自己の問題と適応

の関連が深い時期であり（溝上，2001），ひきこもり経

験の心的変化には「理想の断念と適応のテーマが語られ

る」とする桜井（2002）の指摘もあることから，理想自

己はひきこもりの青年のカウンセリングでもひとつの主

要な軸として扱われる可能性が高いだろう。そして，非

精神病性ひきこもりのカウンセリングプロセスでの理想

自己の質的変化は，クライエントにとってより重要な要

素であることが考えられ，それだけにより明確にその傾

向をみるできるのではないだろうか。

　よって本研究の目的は，非精神病性ひきこもりの症状

を持つ青年期のクライエントを対象にし，彼等の理想自

己志向性の特徴と，カウンセリングにおける変化を検討

そのすることである。

例の展開期にも該当するが，新しいカウンセラーに出会っ

ての数回にみせたクライエントの戸惑いやカウンセリン

グでの態度を考慮し，初回の数回は導入期と位置づける

のが適当と判断した。

3．理想自己志向性の検討

　クライエントの発言と行動を中心に，それが理想自己

志向性（自己基盤志向，社会的価値志向，理想的他者志

向）の中のどれを表すものかを面接の流れに留意しなが

ら分類した。そして，導入期，展開期，終結期それぞれ

の特徴を検討した。

川　事　　例

　事例の概要を①日常での生活状況・対人関係（以下，

①日常と記す）と，②カウンセリングでの様子と語られ

る内容（以下，②カウンセリングと記す）を軸に示す。

「」はクライエントの発言を示す。

ll方　　法

対象：学会誌もしくは紀要に掲載された非精神病性ひき

こもりを呈する4事例を対象とする。

　これらの事例は，クライエントの状態とカウンセリン

グの形態に一定の基準を設け選定した。クライエントの

状態基準には，斉藤（1998）の，「20代後半までに問題

化し，6カ月以上自宅にひきこもって社会参加をしない

状態」があり，「ほかの精神障害がその第1の原因とし

ては考えにくいものであること」とする基準を採用し，

それに該当するものを選定した。また，それぞれの事例

の共通性をより客観的に検討する為に，カウンセリング

の形態が本人面接であること，そして言語による関わり

を主とするものであることを条件とした。

分析方法＝

1．事例の記述

　まず全事例の記述をある程度の一貫性と客観性を持た

せるために，記述の中から①日常での生活状況・対人関

係②カウンセリングでの様子と語られる内容を中心に整

理した。

2．期分け

　上記①，②の変化を基準に各事例を3期（導入期，展

開期，終結期）に分けた。

　事例Cは継続中であり，カウンセリング場面では終

結について話されていない。しかし，終盤の回で自立の

テーマがいくつか語られていることから，終結期に入っ

ているとみなすのが適当と考えた。

　また事例Dは他の相談機関から引き継ぎされたケース

である。クライエントの行動範囲の広さからすると他事

1　．　事イ　UA　 （山本，　2001）

　22歳，男性。3人兄弟の長男であり，父親は躁うつ傾

向により通院歴がある。クライエントは小・中学校時代

から不登校があり，高校へも一旦入学するもすぐに行か

なくなる。知人の紹介でアルバイトをはじめたが，仕事

にあき辞めてしまいその後何年か家に閉じこもりがちに

なる。「朝起きるのもやっとで，ようやく居間に顔を出

せるような状態」。カウンセリングには父親の勧めで来

所。全16セッション。終結事例。

（1）導入期（＃1～＃3）

　①日常：友人にアルバイトの紹介を依頼するが失敗。

　②カウンセリング：自分の努力を認めない父親への憤

りが語られる。そして親の考え（外で働いてなんぼ）を

自分に課す。「どんなことが合ってるかわからないが，

やってみないとわからない。」と現段階のクライエント

からすると現実的ではない目標への実現にこだわる。

（2）展開期（＃4～＃6）

　①日常：該当する記述なし

　②カウンセリング：アルバイトが決まらない中，「自

分は両親に養われている。自立したい」と焦る。今の自

分を評価させると10点中1点とする。「人もそう（1点

だと）見てると思う」。カウンセラーとのやりとりの中

で，クライエントは以前よりいくつかできていることに

気づく。また，「人付き合いが悪くなまけた。すぐに逃

げ出して休んだ」とこれまでの自分について振り返る。

（3）終結期（＃7～＃16）

　①日常：一日にする家事を決め，実行する一父親に口

やかましく言われても「自分で決めたことはやっとる」

と言い返せるようになる→自分でアルバイト先を探し，

採用される。
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②カウンセリング：「前は，するときはして休む時は

休むパターンだった」とし，「今は物足りない部分もあ

るが無理していない」と話す。また，「（親の考え方と）

自分の考え方とはギャップがある。自分の考えは自分の

考えだ」と話す。カウンセリングは，「外に出ていくと

きの準備をしているんだと思う」と意欲的。

2．事例B（鶴田，2001）

　17歳，男性。手のかからないよい子であったが，中3

の時に，腹痛を訴え不登校に。原因は不明。その後，頻

発に自分の手を洗ったり，自分の持ち物を「汚い」と拭

く行動がはじまる。親の勧めで不本意ながら専門学校に

入学。しかし腹痛を訴え2，3日で不登校になり，その後

自室に引きこもる。昼夜逆転。起きている時はテレビや

ファミコンをして過ごす。カウンセリングはカウンセラー

が両親の電話相談を数回した後，両親の希望と本人の了

承の元，訪問面接として開始する。全94セッション。終

結事例。

（1）導入期（＃1～＃55）

　①日常：該当する記述なし。

　②カウンセリング：カウンセラーの訪問には「気にせ

ずに家に来てよい」と答えるが，最初クライエントはカ

ウンセラーが来て30分後に居間におりる状況だった。そ

れが次第にカウンセラーにお茶を出したり，玄関まで送

り迎えするようになる。カウンセリングでは，感情を込

めず，現在の生活やこれまでの生活について淡々と話す。

アルバイトが3日しか続かなかったことにふれ，「俺は

どうせ何をやってもだめなんだ」とこぼし，「こんな生

活してちゃ駄目だと思って，朝4時などに起きてみるけ

ど長続きしない」と自責する。また「こんな自分になっ

たのは半分は自分の責任，半分は親のしつけが悪かった

から」と撫然とする。「人に中をみられたくないので」

自室に鍵をかけ，カウンセラーにも「汚れているので覗

かないで下さい」と言う。その後“台本を読んでいるよ

うに”過去から現在までの話をする。

（2）展開期（＃56～＃80）

　①日常：ファミコンに熱中→両親から「両親に結婚や

自分の出産について質問責めにする。母親にねぎらいの

言葉をかけたり，父親に忘れ物を駅まで届けるといった

行動がある」との報告がある→母親と一緒に食事する一

自動車免許を取得

　②カウンセリング：将棋が得意なクライエントがカウ

ンセラーに手ほどきする。リラックスして表情豊かにな

る。「親父やお袋は外向的で明るいのに，なんで俺だけ

暗いのかとへこんでいたことに気がついた」と話す。夢

の話をいくつかする。「1人になって他人との関係を持

ち逃避しているのはわかるが，解決方法がみつからない」

「人は何を目的として生まれてくるのか」

（3）終結期（＃81～＃92）

　①日常：大検の勉強を始める一アルバイトを始める

②カウンセリング：張りのある声で話すようになる。

「獣医になりたい」夢を話し，そのために準備している

生活ぶりを話す。そして，その中でこれまでの自分を

「自分も含めた人の欲望に非常な嫌悪感を感じていた」

と振り返り，「よい人，よい就職，よい課程といった固

定パターンは存在しないことに気がついた。自分が発見

したり，つくりあげるものだと思うようになった」と自

身の変化を語る。

3．事例C（谷川，1991）

　17歳，女性。4歳から幼稚園に入園するが登園不良。

小学校は2年の2学期に転校した後身登校となる。5年

の時再度転校し通えるようになる。中学ユ年のU月から

ほとんど行かなくなる。中学卒業後，ずっと家で過ごし

ており，突然弟に対してかんしゃくのように叫んだり叩

いたりする。全89セッション。継続事例。

（1）導入期（＃1～＃21）

　①日常：＃5には和裁の専門学校に行きはじめる。し

かし先生から「早くしなさい」と言われ，1カ月足らず

で辞める。

　②カウンセリング：「恥ずかしい」「自信がない」。弟

2人目中に入っていけないことへの苛立ちや父親との関

わり辛さについて話す。「見えにくい（肌があまりみえ

ないような）服が欲しい」。

（2）展開期（＃22～＃71）

　①日常：家族で野球を見に行く一ひとりで来談する→

父親に病院に付き添ってもらったり，部屋のヒューズや

扇風機を直してもらう一居間で過ごすことが多くなる。

　②カウンセリング：父親，犬，周りの人に「見られて

いる感じ」がすると訴え，「人が自分を見て気持ち悪い

と思うのではないか」と懸念する。そして「なんで私だ

けこんな思いをしなくちゃいけないのか」と嘆く。製作

したマスコットを持ってくる。

（3）終結期（＃72～＃89）

　①日常：歯を治療する一同窓会に行く→教会の青年部

に参加する一教会に行かなくなり，テレビばかりを見て

過ごす一刺繍台を買いに行く一ペースを落とした形で教

会の参加を再開する

②カウンセリング：外出した話や両親と話したエピソー

ドを通して嬉しかったことやストレス発散の方法等を話

す。カウンセラーに成人式の写真を持ってくる。

4．事例D（中西・山河，2000）

　19こ口女性。幼少時からおとなしく，周りとなじめな

かった。両親は厳しく育てる。小学校の時，行き渋りが

あり，中1の10月に微熱を出して休んでから不登校に。
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　　　　　　　　　　　　　　Table　1

ひきこもり4事例における理想自己志向性の分類結果とその特徴

導　入　期 展　開　期 終　結　期

自己 社会的 理想的 自己 社会的 理想的 自己 社会的 理想的
基盤志向 価値志向 他者志向 基盤志向 価値志向 他者志向 基盤志向 価値志向 他者志向

自己への実 自己を圧倒 自己7）興味・ 社会に適応 （アルバイ 自分の特性を 場を選択し，

感が伴わな するものと 関心への意 していない トといった 活かしての将 周囲との折り

い→自己嫌 しての社会 識の高まり 自己を自覚 他者との関 来の見通しを 合いをはかり

悪 →回避 一惨めさ わりがある 立てられる。 ながら，適応
特徴 時）他者へ をはかる。

自己を基盤 社会に対す の羨望 実際の行動が

にした見通 る苛立ち 一自己嫌悪 伴う

しをたてら

れない

「どんなこ 「（父親は自 「自分で決 「人付き合 「自分のペー コンビニのア

とが合って 分を）誉め めた事だけ いが苦手で… スでやれてる ルバイトを始

いるかわか ようとせず やって，後 すぐに逃げ 感じがする」 める。

らない」 ぐちぐちい はできれば 出していた… 「今はものた 嫌なことがあっ

A
うので，ま

ｽ自分の部 該当なし
いいか」

u自己中で

繰り返しだっ

ｽ」 該当なし
りない部分も

?るが無理し

ても，すぐ逃

ｰださないよ
該当なし

屋にひつこ も素直なほ ていない」 うに，自分の

んでしま うがいい」 意見を言うよ
う」 「自立した うに工夫しは

い」 じめる。

「何がやり 「人と関わ Th．に得意 「電車に乗っ 「よい人，よ 「以前は学歴

たいのかも りたくない」 な将棋の手 ていると， い就職，良い 社会があるの

思いつかな 「（自分の部 ほどきをす まわりの人 家庭…固定パ は人の世だけ
くなった」 屋について） る。 にみられて ターンは存在 だと思ってい

「怒りや苦 人に中をみ 専門学校を いるような しない…自分 た…人の欲望

B
しみもなく

ﾈって家に

られたくな

｢」
該当なし

退学するこ

ﾆを自分で

気がする…

Sめ」
該当なし

が発見したり，

ﾂくり

に非常な嫌悪

ｴを感じ

該当なし

埋もれた」 決断する。 あげるものだ ていていた」

事 と思う」 どうしたら高

「獣医になり 校卒の資格が
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中2では適応指導教室，中3では保健室登校。卒業後3

年は週1，2回，家庭教師の元に通い，年に1，2回適応指

導教室にも顔を出し，その他は家で過ごす。全寮制の学

園に入学し半年通うも居場所がなく不登校に。学園での

カウンセリングは隔週で通い，自動車免許も取得する。

学園卒業を機にカウンセリングの引き継ぎとなり，来談。

全19セッション。終結事例。

（1）導入期（＃1～＃8）

①日常：天ぷら揚げのアルバイトを始める

②カウンセリング：「（来談について）何も考えずに

来た」「（相談したいことは）そんなにない」，「（相談室

に）すごく期待することはない」と言う。カウンセリン

グで自発的に話すことはなく，話題を提供すると抑揚の

ある口調で話す。話題は完全に家にひきこもっていた時

の話しやバイトを選んだ経緯について。

（2）展開期（＃9～＃15）

①日常：体調を崩し数日アルバイトを休む一言の治療

に行く→アルバイト先の上司に反抗する→友達5人と一

泊旅行に行く

　②カウンセリング：「水泳がしたい」「体を鍛えたい」

と様々な願望を述べ，「自分の考えでいろんなことをやっ

ている」と自己評価する。職場の人たちは自分より元気

で「張り合いがある感じ」がし，アルバイト先で孤独を

感じると話す。そしてそれは以前学校で感じていた孤独

と通じていることに気づき「めっちゃ寂しくなった」。

そして「普通に過ごしてきた人たちには抵抗を感じ」，

「私は黙っていることが多い」ので，職場でなかなか自

分をわかってもらえないのだと振り返る。アルバイトで

も学校でも，何か言われて腹がたっても，我慢しており，

「ためてためてためまくる性格，嫌いや」と話す。そし

て同世代の同僚が「うまくやっている」「言い方がうま

い」と自分と対比させて話す。

（3）終結期（＃16～＃19）

　①日常：バイトの仲間と遊びに行く→高校進学を決め，

そのための準備（学校探し，勉強等）をする

　②カウンセリング：バイトの仲間に自分の考えを変え

たほうがいいと言われ「そうやな」と受け入れたり，腹

をたてていた仲間の気配りに気付いた話をする。自分に

合った進路について考える。

　以上の4事例における理想自己志向性の分類結果とそ

の特徴をTable　1に示す。

IV　考　　察

　以下，面接のプロセスに沿って非精神病性ひきこもり

の特徴とカウンセリングにおける変化について考察する。

なお，文末の括弧内のアルファベットは，それが事例

A，B，　C，　Dの中のいずれかを示す。

1　非精神病性ひきこもりの理想自己志向性の特徴

　まず，非精神病性ひきこもりの理想自己志向性の特徴

を導入期のクライエントの様子を中心に検討する。

（1）理想自己の持てなさと自己嫌悪

　導入期でクライエントは，「何がやりたいのかもわか

らなくなった（B）」と，自分の欲することや感情がわ

からないと訴える。どうしたいのかが自分でも分からな

くなっていて，でも今のままでは「幽霊みたい（C）」

だと感じるクライエントは自己を「汚く（B）」「情けな

い（C）」ものと嫌悪する。このことから，ひきこもり

の青年の特徴のひとつに，この現実自己への実感の伴わ

なさ，そしてそのために現実自己を基盤とした目標をた

てられない状況がある思われる。理想自己志向性でいう

と，自己基盤志向が低いということになるが，クライエ

ントの自己嫌悪の高さを考えると，これは積極的に志向

しないのではなく，志向できないとみるのが適切であろ
う。

（2）社会的価値への怒りと回避

　また，社会には今の自分をみせられない（C）もしく

はみられたくない（B）ものであり，社会からの関わり

には「腹のたつ（D）」と，自分らしさの発揮を疎外す

るものとして認識されいらだちを示す。ひきこもりのク

ライエントにとって外界は，武田（1997）の指摘するよ

うに「自分と対峙し圧倒するもの」であり，「それに支

配されずに自分を守るには，関わり合いを断つしか」な

いのだろう。また，現実自己の自覚しにくさや，それを

基盤とした理想の形成できなさは，牛島ら（1997）が指

摘するようにそれだけ彼等の自己像が「外的現実に直面

したとき脆くも崩壊してしまう」ものであることを示し

ているのかもしれない。

（3）社会適応する者としての他者

　なお，理想的他者志向にあたる発言の記述はほとんど

みられなかった。記述になくとも実際のカウンセリング

では発言された可能性はあるだろう。しかしながら，記

述の少なさから，実際にもぞうした発言は少ないのでは

ないかと推察される。これはクライエントの社会生活の

場が限られており，社会全般から回避しているクライエ

ントに，他者のひとりひとりの特性を知る程の関わりが

もてない状況も関係しているのではないだろうか。限ら

れた人間関係の中で垣間見る，他者にあって自分にない

特性は，“社会適応に必要で自分にはない特性”と同質

のものとして認知され，自己と対峙する社会のあり方と

して社会的価値志向同様，目を向けたくないもの，即ち

回避するものと捉えるのではないだろうか。

2．カウンセリングによる理想自己志向性の変化

次に，非精神病性ひきこもりの理想自己志向性がカウ

ンセリングを通してどのように変化するか検討する。カ
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面接プロセス

自己基盤志向邑廓1社会的価値志向　　　　理想的他者志向

Fig．1理想自己志向性のカウンセリングプロセスによる変化モデル

ウンセリングにおける理想自己志向性の変化をグラフ化

したモデルをFig．1に示す。

（D自己基盤志向の高まり

　展開期に入ると，4事例中3事例のクライエントが，

将棋（B），マスコット作り（C），水泳（D）と，自分

の興味関心について発言したり，カウンセリング場面へ

持ち込んでいる。これはクライエントが自己の特性に意

識を向けばじめ，カウンセリングに対しても自発性を発

揮していると読み取れる。面接開始時には自己の欲求や

感情にさえも現実性を持てなかったクライエントが，カ

ウンセリングを通して自己の特性に気付き，それを発揮

しようとするこの変化は，理想自己志向性の視点から言

えば自己基盤志向が高まるプロセスと言い換えられるだ

ろう。そしてカウンセリング場面でのクライエントの態

度をみると，この自己基盤志向の高まりは自分らしさを

発揮する喜びとしてクライエントに認識されるようであ

る。なお事例Aでは，クライエントが自分のペースで

一日の家事を計画し実行するところが，この自己基盤志

向の高まりに該当すると思われる。

（2）社会的価値志向の変化

　また，自己基盤志向の高まりと並行して「人づきあい

が苦手で（A）」「隣近所の人はどうみてるのかな（C）」

と社会や周囲の人々と適応していないことへの不安や懸

念が言語化される。社会を嫌悪し回避していた導入期に

比べて，社会に適応できない自分を受け止め始め，社会

的価値志向も高まるようである。

　これはクライエントが自分の興味関心を表現する中で，

自分の欲求や特性を感じたり認識することができるよう

になり，それに伴い社会に対する不適応感も顕在化する

のではないかと考えられる。

　終結期になると，アルバイト（A）やボランティア

（C），そして学校探し（B，D）と，クライエントの社会生

活の場は実際に広がりをみせる。新しい社会に適応する

ために，クライエントは「すぐ逃げ出さない（A）」「一

日おき（C）」と自分の傾向を踏まえながら具体的対策

を検討している。社会について「固定パターンは存在し

ない…自分で発見したり，作りあげていくものだと思う

（B）」の発言に代表されるように，クライエントは自己

の世界と外界の2つの世界の折り合いをつける術を試行

錯誤する過程そのものに主体感を持ち，意義を見出して

いるようである。このように，自己と対峙するものから

不安の対象へと移行していた社会は，終結期において，

クライエント自身が活動の場を選択できる，より柔軟な

ものへと変化するようだ。

（3）理想的他者志向の機能

　なお，カウンセリング開始時からアルバイトを始めて

いる事例Dでは，展開期で自分にはない特性を持つ他

者に対する劣等感やそれを取り入れたいとする理想的他

者志向の高まりが伺われる。これは自己表現を通して，

より自己に現実感を持つことで，周囲に対しても，世の

中全般からより具体的に個々を見る視点が生まれるので

はないかと思われる。また，この理想的他者志向の高ま

りは，「嫌いや」「へこんでいたのに気づいた」と，より

具体的で部分的な自己の部分的特性に対する自己嫌悪に

つながるようである。このことから，理想的他者志向の

高まりは，それまでの自己全般に対する否定的感情をよ

り具体化され，部分的なものへと焦点化する機能を持つ

と考えられる。

V　今後の課題

今回，Fig．1に表した理想自己志向性の変化は，どの
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部分が非精神病性ひきこもり特有なもので，どの部分が

全ての事例に通じるものなのか現段階では断定できない。

今後，他の事例での検討を重ねることで，このプロセス

の共通項や症状による特性を具体化することができるで

あろう。

　また，本研究では異なる理論的背景を持つカウンセラー

によるケースを対象としており，そのカウンセラーの関

わりについては言及することができなかった。よってク

ライエントの理想自己志向性の変化とカウンセラーの関

わりがどのように関係するのかは触れていない。カウン

セリングはクライエントとカウンセラーの両者によって

作られるものであることからしても，クライエント側だ

けの検討に留まるのは不十分であろう。今後自験例を対

象にしてカウンセラー側の関わりについても合わせて検

討することが必要であると思われる。
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